
情報メディアセンター

開館時間

講義期間外は17:00までの開館、土曜日は休館となりますのでご注意ください。臨時に休館や開館
時間の変更をする場合がありますので来館前にお問い合わせください。又、ホームページから開館
カレンダーをご覧いただけますのでご確認の上お越しください。
●開館カレンダー　http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/calendar/.

鳥取環境大学の学生・教職員は鳥取市立中央図書館（以下市立図書館という）の本をインター
ネットで予約して（※注）情報メディアセンターのカウンターで受け取ることが可能です。市
立図書館で借りた本の返却もカウンターでできます。

情報メディアセンターでは平成17年10月1日
鳥取市立中央図書館と
相互利用に関する協定書を締結しました！
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環境政策学科

教　授 中川 聡七郎

農業ビジネススクールの構想

今後、人口が減少する中において、これま

での農村の特徴でもあった人口高齢化が

大都市においても確実に進行する。そし

て、地方中小都市では人口の減少・高齢

化がさらに進み、かつて経験したことがな

い“都市の農村化”が進むと考えなけれ

ばならない。農村部では中山間地域を中

心に集落の消滅が進む。

このような時代を迎えて、農村の活力再生

を目指すとすれば、地方自治体としては農

業の再生が一つの重要なテーマとなる。

そして、農業の再生のためには、地域住民

や都市住民の関心を惹き付け、その支援

の下で、若い就農希望者を就農・定住に

導くための条件整備を強力に取り進める

ことが必要である。若者たちの就農・定住

によって、農村に昔と同じような賑わいを取

り戻せると期待することは難しいが、農地

の荒廃に歯止めを掛け、持続性を確保で

きるという新たな状況が生まれる。若い就

農希望者の参入は農家子弟が中心であ

るという時代は去った。農業高校や大学

農学部の出身者で

あるという時代でも

ない。都会出身の

大学生の中にも、

条件さえ整えば就

農したいと考える

者が増えている。こ

れまで農業とは無

縁であると考えられ

ていたこうした若者たちを農業の現場の

中に如何にして引き入れるかが課題とな

る。「農業ビジネススクール」を創ることを

構想し、提案したのはこういう状況を踏ま

えてのことである。すでに述べたように学

生たちの中に就農を希望する機運が生ま

れている。その背景には、農村出身者の

場合には農地を守ってきた親や祖父母

たちの高齢化という事態があるが、都会

出身の学生たちの中にも農業を自分の

仕事にしたいと考えるものが生まれてき

ている。価値観や職業意識の多様化の

結果でもあろう。こうした若者たちを農業

に導くことができるか、そして、こうした若

者たちの手で農業を再び活性化すること

ができるかが、地方自治体の目下の重要

課題である。とすれば、そうした若者たち

を農業の分野に導くための制度等の工夫

が必要であり、併せて、各地に「農業ビジ

ネススクール」（技術や経営、マーケテイン

グの方法などをきちんと教える体験研修の

場）をつくり、若者たちをトレーニングできる

ようにする必要がある。それが農業ビジネ

ススクール（仮称）の内容である。

Soushichiro Nakagawa

※注：市立図書館の資料の予約は市立図書館のホームページから行ってください。

市立図書館  http://www.lib.city.tottori.tottori.jp/

図書情報課　TEL：0857-38-6730 FAX：0857-38-6734 □ URL：http://www.kankyo-u.ac.jp/media/

月～金曜日　午前9時から午後6時まで
土 曜 日　午前9時から午後3時まで
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